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背景

本稿は、2026年9月20日（日）22時から9月24日（木）9時まで、聖体奉仕会の聖堂で過ごした84時間の黙想

をきっかけとして生まれた。沈黙、祈りの庭、シスター方との毎日のミサは、みことばに耳を傾け、祈り、

神の前で自分の歩みを振り返る場となった。秋田を過去・現在・未来の三つの視点から考える。過去の出来

事を慎重に記憶し、現在において祈り、回心、償い、ロザリオ、聖体、沈黙に応え、愛に満ちた未来を希望

する。最も大切な希望は、特別な現象ではなく、心が変えられ、キリストに立ち帰ることである。

要旨

秋田の聖母に関する出来事は、1973年、日本の秋田・湯沢台におけるアグネス・笹川カツ子修道女の体験と

結びついている。メッセージを聞いた体験や、聖母像から涙が流れたとの報告があった。教会による調査を

経て、1984年4月22日、新潟教区の伊藤庄治郎司教が司牧書簡を発表した。秋田は、回心、祈り、償い、ロ

ザリオ、聖体、沈黙、そしてキリストへの立ち帰りへの招きとして黙想される。私的啓示は、キリストにお

いて完成した啓示に何かを付け加えるものではない。

1. 序論

秋田は、日本のカトリック教会の歩みにおいて知られる霊的出来事である。公的啓示はイエス・キリストに

おいて完成しており、私的啓示が聖書、聖伝、秘跡、教会の信仰を置き換えることはない。大切なのは、何

か不思議なことが起きたかだけでなく、人の心にどのような招きがあるかである。すなわち、耳を傾け、回

心し、祈り、キリストに立ち帰ることである。

2. 日本における秋田の出来事

1973年、アグネス・笹川カツ子修道女は、秋田・湯沢台の聖母像に関連してメッセージを聞いた体験を報告

した。また、聖母像から涙が流れたとの報告もあった。こうした出来事は、慎重な教会的識別を必要とする

。特別な現象そのものが信仰の中心ではない。

3. アグネス修道女と「聞く」体験

霊的に聞くとは、単に音を聞くことではなく、みことばに心を開くことである。イエスは言われる。

「聞く耳のある者は聞きなさい。」（マルコ4・9）。騒音に満ちた世界で、沈黙は深く聞くための助

けとなる。

4. 秋田の主なメッセージ

回心とは、方向と心を変えることである。イエスは宣べ伝えられた。「時は満ち、神の国は近づいた

。悔い改めて福音を信じなさい。」（マルコ1・15）。祈りと償いは赦しを買うものではなく、神の前

での愛と責任の表れである。

5. マリアの涙

涙は苦しみ、喪失、愛、いつくしみを表す。秋田で報告された涙は、人間の苦しみに無関心にならないよう

にとの招きとして黙想できる。恐れではなく、祈り、回心、隣人への配慮へと導くものである。



6. 罪への警告と人間の責任

1973年10月13日に伝えられたメッセージは、罪と、回心しない場合の結果について語る。これを災害予測の

暦にしてはならない。大切な問いは、今日、私は神の前でどのように生きているか、ということである。

7. ロザリオ――キリストを中心とする祈り

ロザリオにおいて信者は、マリアとともにキリストの神秘を黙想する。カナでマリアは言われた。「

この人が何か言いつけたら、そのとおりにしてください。」（ヨハネ2・5）。マリアはキリストに取

って代わるのではなく、キリストを指し示す。

8. 秋田とファティマ

秋田とファティマには、回心、祈り、償い、ロザリオ、世界への関心という共通するテーマがある。しかし

、歴史的、文化的、司牧的背景の異なる別々の出来事である。

9. 新潟司教による認識

調査を経て、新潟教区の伊藤庄治郎司教は1984年4月22日付の司牧書簡を発表した。教会による出来事の認

識は、それを新たな公的啓示にするものでも、信仰の必須の基盤にするものでもない。

10. 教会の母マリア

マリアは信仰の模範であり、イエスの母である。カナでの言葉、「この人が何か言いつけたら、その

とおりにしてください。」（ヨハネ2・5）は、真のマリアへの崇敬が人々をキリストへ導くことを示

している。

11. 秋田と聖体

聖体は教会生活の中心である。特別な現象が、ご自身を与えてくださるキリストに取って代わってはならな

い。秋田は、聖体の生活とそこから生まれる愛の光のもとで黙想される。

12. 沈黙への道としての秋田

詩編は招く。「静まって、わたしこそ神であることを知れ。」（詩編46・10）。沈黙は空虚ではなく

、神の現存に心を開き、聞くための場である。騒音、沈黙、祈り、回心、愛、キリストへと歩む。

13. 秋田は恐怖が中心ではない

霊的な警告は恐怖の中で生きるためのものではない。災害を待って回心するのではなく、今日、回心するよ

う招かれている。

14. 現代世界に向けた秋田

技術と情報の発展が、必ずしも心の深さを生み出すとは限らない。秋田は、今も祈り、耳を傾け、回心し、

他者の苦しみに心を向けているかを問いかける。

15. 秋田の聖母の最も深い意味

その招きは、聞き、回心し、祈り、愛のうちに犠牲をささげ、キリストに立ち帰ることである。涙、祈り、

沈黙、みことば、回心、いのち、キリストが霊的な道を形づくる。



16. マリアの生涯における観想的な次元

マリアはみことばに耳を傾けた。「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身に成りますよ

うに。」（ルカ1・38）。マリアは出来事を心に納め、思い巡らし（ルカ2・19）、十字架のそばに立

った（ヨハネ19・25）。聞く、心に納める、思い巡らす、受け入れる、内に生きる、与える――これ

がマリアの道である。観想は単なる技法ではなく、神の前に生きるあり方である。

17. 結び

秋田は、立ち止まり、静まり、耳を傾け、回心し、祈り、キリストに立ち帰るよう招く。マリアは苦しむ人

々とともに立ち、その御子を指し示す。中心におられるのはキリストである。Per Mariam ad

Iesum――マリアを通してイエスへ。
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